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　あいかわらずアイサイト v3 を使ってる
わけですが、日常的にいろんな場面で動作
させてみると、なんとなく得意不得意が見
えてくるような気がします。明らかに完全
ではありませんが、使いものにならないと
捨てるような代物でもありません。限界範
囲内であれば使えないどころか、大変優秀
なサポートをしてくれるシステムです。
　根本的な問題として、カメラの画角が狭
いため、大きくハンドルを切ってる場面だ
と、状況を把握することができないようで
す。このため、交差点での右左折にからん
だ問題が発生します。ACC を有効にして、
法定速度にセットした状態で仮に左折する
とします。左折できるわけですから、とり
あえず先行車との間には左折できる程度の
間隔があいているわけです。で、ハンドル
を切っていくと、アイサイトの視野にはク
ルマがいない交差点が見えてくることにな
ります。ここでハンドルの状態、もしくは
認識している画像の群速度等から左折中で
あろうという推測ぐらいできそうな気もし
ますが、おそらくはシステムが疎結合にな
っていて、連携した情報処理を行っていな
いのでしょう。アイサイトはクルマがいな

い交差点の角をみて、「先行車がいなくなっ
た」と判断します。ACC で先行車がいない
場合、指定された速度まですみやかに加速
し、先行車が現れるまではその速度を維持
する、という動作を愚直に実行します。と
いうわけで、ゆっくり左折しているつもり
が、いきなり法定速度まで加速することに
なり、大変驚くことになるわけです。まあ、
通常左折する前にはブレーキを踏んでるは
ずで、ブレーキを踏むと同時に ACC は動
作停止となるため、大抵の場面で意図しな
い加速はしないと思いますが、ACC 動作中
であることを忘れた上で、このスピードな
ら曲がれるだろ、とかやってると驚くこと
になります。
　同様に、ちょっと曲がりくねった道を通
行中、道の左側の壁などが迫っていた場合、
衝突警告がでる場合があるようです。これ
が毎回出るわけではないので、壁との相対
速度が問題なのか、照明条件が問題なのか、
あるいは別の何かがあるのかまでは判明し
ていません。警告という意味では、車線の
先にクルマがいて、ちょっと避けようとし
た時に「はみだし注意」の警告が出ること
があります。こちらも常に毎回出るわけで

はないので、なにかの閾値が関係している
のでしょうが、詳細までは分かっていませ
ん。
　v3 の場合、レーンキープ機能は時速
60km 以上時速 120km 未満でないと有効
にならず、かつ速度が落ちて時速 55km 未
満になると機能を停止します。このため、
下道ではほとんど使う機会がありませんが、
高速ではそこそこ役に立ちます。なんでそ
こそこなのかというと、レーンの白線が見
えなかったり、カーブがちょっときつくな
ったりすると、とたんにレーンの認識に失
敗し、「ぽ～ん」という音と共にお役目を放
り出すからです。残念ながら川越周辺の道
路はこのあたりのマーキングがかすれてい
る道路が多く、うまく稼働できないことを
前提としないと使えません。それでもきち
んと整備されたゆったりしたカーブが続く
ような場面では、神経質に舵角修正をしな
くともレーンに収まってくるので、心理的
な負担はかなり減り、長距離における疲労
度合いは大きく違ってきます。逆に「ぽ～ん」
という音とともにちょっと緊張することに
なるのですが。
　高速の場合、レーンキープよりも ACC
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す。また、当然ながら wifi 機能がありますが、使わないように
設定することもできます。wifi を使う場合、ドングル自体を AC
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が威力を発揮します。今年のゴールデンウ
ィーク、5/1 にレインボーブリッジを渡っ
てみたのですが、見事渋滞にハマり、羽田
から川崎までの区間、合計 4 時間にわたっ
て時速 1km を記録しました。このまま化
石になるかと思いましたよ。時速 100km
から時速 1km まで、ACC は文句も言わず
に（もっとも、文句を言うメカニズムを持
ってないだけだからかも知れませんが）ぶ
つけないよう、遅れないよう、制御してく
れます。しかも ACC が有効な状況でアク
セルを踏むと、ACC 機能が一時中断となり、
オーバーライドすることができ、アクセル
を離すと同時に ACC 機能が再度有効とな
ります。前述の通りブレーキを踏むと同時
に ACC 解除となりますし、先行車に近づ
くと適宜ブレーキをかけてぶつからないよ
うにしてくれます。高速の場合は設定した
速度を可能な限り守ろうとしてくれるため、
上り坂だろうが下り坂だろうが、先行車が
なければ設定した速度で進行します。この
ため、時間が読みやすいというメリットが
あります。
　一方で下道の場合、道路の法定速度に設
定すると曲がり角で大変な目にあいますの
で、指定した速度で走る機能を期待するこ
とはできません。それでも「前のクルマに
ぶつからない」制御は大変便利ですから、
可能な限り ACC を活かしたいところです。
そこでおすすめなのは、設定可能な下限値
である、時速 30km に設定しておくことで
す。加速する方はアクセルでオーバーライ

ドできるので特に不便はありませんし、ア
クセルを離せば緩やかに時速 30km まで減
速、あるいは前のクルマにぶつからないよ
うに停車してくれます。この結果、減速動
作の大部分を ACC に任せることが可能と
なり、突発的な回避のための減速、および
加速の制御を担当すれば良くなります。
　逆に ACC の最大の問題点は何かと言う
と、あまりに便利すぎてやることがなくな
り、なんか眠くなってくるあたりじゃない
でしょうか。高速の場合一切足を使わずに
運転できますし、車線変更しないならレー
ンキープ機能がよしなに操作してくれます。
となるとドライバーがやるべきことは異常
発生時の処理ということになりますが、発
生頻度が低いから異常なわけで、つまりほ
とんど発生しません。発生しない事象に備
えるのは大変苦痛であって、だんだん飽き
てきて、ついには眠気が襲ってくることに
なります。なので、ACC 稼働中には「や
ることを見つける」のが大変重要です。ア
オリ運転が問題となる昨今ですから、後ろ
から速度を上げてきたクルマを見つけたら、
さっと車線を譲るなどの対処をしておいた
方が良いでしょう。そこでちょこまかと車
線を変更するようにすると、「車線を変更す
る仕事」が発生して眠さを抑えることがで
きます。あるいは特定の区間で ACC を止
めてみるとか、特定の区間で燃費が指定し
た値になるように色々調整してみるとか、
まあ飽きない遊びを見つけとかないといけ
ません。

　まあここいら辺の諸々は、完全自動運転
が実用化されると同時に過去のものになる
のでしょう。人間のドライバーの場合、様々
な局面でそれなりに適切に判断することを
繰り返し、結果として「事故を起こさない
ように」という大変曖昧な命令を守るよう、
努力して運転しています。「ぶつからないよ
うに」という命令を満たすためには、動い
ている他のクルマがどう動くかという予測
モデルを必要とするでしょうし、今アクセ
ルを踏んだらどの時点で何処にいるかとい
う自車の応答モデルも必要でしょう。その
際道路状況による補正とか、建物で見えな
いところに何がいるかの推測等、大変やや
こしい問題が山積であると思われます。機
械学習した自動運転プログラムが事故を起
こした場合、その事故を回避できるように
教育できるものなのかどうかが焦点になっ
てくるのではないでしょうか。ソフトウェ
アは原理的に「死なない」ので、実例を収
拾して集積して解析していくと、人間の寿
命では経験しきれないようなあらゆる局面
を体験し、その状況における最適解を持っ
た自動運転プログラムができるかもしれま
せん。その時初めて、人類は運転という技
能を定義できる手段が手に入ることになり
ます。百戦錬磨のそのプログラムは、ぽつ
りぽつりとタンホイザーゲートの輝きにつ
いて語りだすことでしょう。
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● アナログライクな操作性
見た目そのままの安心感 
●  EIA19インチラックに
実装可能 
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源併用によるリダンダン
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● マスターアウトのラウド
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●  TBマイク、モニタース
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